
 

 

          
国際ロータリー第２６７０地区徳島第２分区 

 

 

 

２０１２年 8 月 7 日 火曜日 Vol.302 
 

例会出席者    ２１名（会員数 27 名）              出席率 77.78％ 

メークアップ   ありません  

ゲスト  藤澤秀敏様（ＮＨＫ解説主幹）、フィン チャン ティ フェン様（米山奨学生）  

      向井眞一様（阿波徳島ＲＣ）、遠藤尚生様（脇町ＲＣ）、美馬ＲＣご家族（５名）            

●会長挨拶    異常な猛暑。この数年間、こんな夏が続いているので、今はこれが正常な夏でしょう。 

暑さ対策をして健康管理に注意して下さい。オリンピックも後５日。日本の柔道のメダル 

数が話題になっていますが、これが国際化の現実と思います。お招きした藤澤様が、 

「日本の国際化や四国、日本、世界の経済」についてお話しされます。拝聴して下さい。 

●幹事報告    

■到着書類 阿波池田ＲＣからクラブ会報とクラブ計画書。 

         2011～2012 インターアクトクラブ年次大会報告書。 

■到着週報 脇町ＲＣ，鴨島ＲＣ 

■連絡事項 8/14 はお盆で休会。 

●委員会報告  三好インターアクト委員：インターアクト年次大会の準備を８月１７日（１7 時３０分）、 

            ディスチィ-ノで。多くの会員に参加をお願いします。 

フィン・チャン様 ：９月２５日ベトナムで結婚式を上げます。 

（代表して会長が招待状を受け取り、例会出席者全員からおめでとうの言葉が飛び交いました。） 

   ●卓    話  藤澤秀敏様：「今世界はどういう状況なのか。その中で日本はどういう立場で、どう対応  

        すべきか。」 世界のグローバル化で新興大国ＢＲＩＣｓの台頭を脅威と捉えるのではなく日本は 

チャンスと捉えるべきと思います。ＴＰＰなどいろいろ問題はありますが、日本の地方を救う例として、 

四国とよく似た自然、付加価値の高い産業を有するスイスを上げたい。スイスの観光を影で支えて 

いるのが農業です。牧場を美しく維持して観光につなげているスイスという国は四国のモデルとして 

参考になると思います。 四国は、お遍路さんの八十八カ所巡りがあって、おもてなしの精神で、きれい 

な自然と人情を経験してもらう、そういう観光産業を進める有力な材料を持っていると思います。 

現在、世界に対して日本の強みを列挙します。 

① 世界一のお金持ち（対外資産-対外負債＝純資産が２４０兆円で世界一） 

② 輸出の中身がよい(日本でしか作れない高度な工作機械、工場設備で為替の変動に強い) 

③ 不良債権の処理がほとんど終わっている（アメリカ２．７兆ドル、ヨーロッパ 1.2 兆ドル、日本は 0.15 兆ドル） 

④ インフラ産業に可能性(たとえば新幹線の技術と列車と走らせるシステムもトップレベル) 

⑤ イノベーション大国(イギリスの経済誌エコノミストによると過去２回調査で２回とも世界一でした。) 

⑥ 安心して経済活動、生活ができる環境。（犯罪発生率１００人中、日本 1.3 人アメリカ 3.5 人イギリス 8 人） 

日本はグローバル化の中で、このような強み活かして弱みを克服しこれからの成長の姿を描いて 

頑張っていくべきだ。 

 次回例会          2012年8月21日（火） １８：３０より レストラン西岡  

プログラム            インターアクト年次大会報告会、慰労会 

欠席者   青木（茂）、小野、野々村、林、藤田、藤野    

☆ 欠席の会員はメークアップをお願いします。次回例会に欠席の会員は出席委員長までご連絡をお願いします。 

美馬ロータリークラブ週報 
 

http://jkp-m.seesaa.net/article/285427835.html

